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１．これまでの経緯
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■これまでの経緯
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 第2回 流域委員会（H28年10月25日）

 治水・利水・環境の現状・課題

 河川整備計画の検討の概要

 第4回 流域委員会（H29年3月27日）

 河川整備計画原案の提示

 第2回 アンケート（H28年2月）

 関係住民の意見聴取

 策定

 第3回 流域委員会（H29年1月31日）

 河川整備計画の概要

 第1回 流域委員会（H28年7月12日）

 流域の概要、現地確認

←今回開催

 第1回 アンケート（H28年8月頃）

 関係住民の意見聴取

 関係機関協議・パブリックコメント・関係市長 意見聴取



2．前回委員会での意見・回答
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■第3回流域委員会の主な意見と回答
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 平成29年1月31日 第3回流域委員会を開催

Q1：「禊の碑」を再度現地確認し、歴史的重要性を明記して欲しい。

A1：石碑を現地で確認。整備計画本文のP.6（流域の概要）に以下のとおり記載しました。
「平安時代に群行が行われた際、斎王が斎宮（現在の明和町）に入る前に、下樋小

川や祓川で禊をしたという址が今も語り伝えられている。櫛田川は幾度も河道を替
えており、定かではないが、名古須川が、かつての禊の場であったのではないかと
されている。」 （松阪市史）

鈴止めの松
（松阪市幸生町）

金
剛
川名

古
須
川

櫛
田
川

祓
川

基図：松阪市民俗地図

鈴止めの松があったとされる付近に建立
されている石碑（昭和６年３月建立）

さいおう さいくう したひの おがわ

はらいがわ

みそぎ

ぐんこう



■第3回流域委員会の主な意見と回答
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 平成29年1月31日 第3回流域委員会を開催

Q2：整備計画の実施によって、どれくらいの浸水が軽減するのか。

A2：整備計画の実施により、浸水面積：203ha 浸水人口：322人 軽減される。
（年超過確率１／５）

現況河道 整備計画実施後

浸水面積 521ha 318ha

浸水人口 5,381人 5,059人

浸水世帯数 2,207世帯 2,098世帯

浸水被害額 270億円 251億円

現況河道 整備計画実施後

金剛川の整備計画目標流量（１／５）を想定した氾濫域

■現況河道及び整備計画実施後の被害状況

・想定外力：年超過確率 １／５
・破堤地点：氾濫ブロック毎で被害額最大地点
・人口、世帯数の算定に用いたデータ：国勢調査H22
・資産額：H27評価額



3．住民アンケート調査結果
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■第1回アンケート調査の結果
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水害について  水害（洪水、津波、高潮）に対して不安な川であると回答した方が約8割。
 そのうち、洪水が不安だと回答した方が約7.5割、津波と回答した方が約2.5割。
 施設の老朽化から洪水に対して不安を抱く方が多く約5割を占めた。

 津波に対して不安に思う理由としては、想定最大規模の津波により浸水する可
能性を選択する方が最も多い。

 地震によって施設が壊れることを不安に感じている人もいる。

水質について  「汚い」と回答した人が多く、6.5割程度を占める。
 「汚い」と回答した人は、ゴミやヘドロの堆積、生物の少なさをあげている。

自然・風景につ
いて

 「自然が少ない」と回答した人が6割程度、「風景が悪い」と回答した人が6割程
度を占めた。

 「自然が少ない、風景が悪い」と回答した人は、ゴミやヘドロの堆積、植生の繁
茂等の他、散歩などの利用や、清掃活動などができないことをあげている。

利用について  週に数回以上行く人は3割程度で、7割程度の人はあまり金剛川には行かない。
 利用者は、散歩、ジョギングが多く、次いで清掃活動となっている。

将来像について  洪水に対して安全な川にしてほしいと回答する人が最も多かった。
 津波、高潮に対して安全にしてほしいと回答する人も半数くらいいる。
 水がきれいな川を望む人も半数を上回った。

目的：金剛川に対する住民意識とニーズの把握
調査対象地域・調査対象者：松阪市（金剛川流域）・各自治会代表者
調査期間：平成28年9月13日～26日
回答率：71％（配布数：139 回収数：99）



■第2回アンケート調査の概要
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目的
金剛川水系河川整備計画に

対する住民意見の把握

調査対象地域
松阪市 金剛川流域

調査対象者
各自治会代表者

調査期間
平成29年2月16日～28日

集計方法
・単純集計
・関心がある河川ごとに集計

回答率
63％

（配布数：139 回収数：88）

2017/3/6時点
総配布数 回収数 回答率

139 88 63%
回収件数

63%

未回収件数

37%
総配布数

139件

回収率

関心のある河川の集計に用いた川の区分



59% 5% 36%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

50% 8% 42%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

27% 14% 50% 5% 5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

33% 33% 33%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

60% 7% 27% 7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30% 10% 60%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

洪水対策および耐震対策を総合的に進めて欲しい。 耐震対策を優先的に進めてほしい。
洪水対策を優先的に進めてほしい。 今のままで十分なので、これ以上整備する必要はない。
その他

■第2回アンケート調査の結果（整備計画（原案））

10

「洪水対策および河口部施設の耐震対策を総合的に進めてほしい」と回答した方
が、概ね５割を占めた。

金剛川と名古須川に関心がある方は「洪水対策および河口部施設の耐震対策を総
合的に進めてほしい」という意見が多く、愛宕川及び真盛川・山下川では「洪水
対策を優先して欲しい」という意見の割合が相対的に高い。

問３洪水対策、耐震対策として、どのように進めていくかについてのご意見をうかがいます。

全体集計
（有効回答数=88）

（有効回答数=22）

（有効回答数=12）

（有効回答数=4）

関心がある
河川別集計

48% 9% 40% 2% 1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

洪水対策および耐震対策を総合的に進めて欲しい。 耐震対策を優先的に進めてほしい。
洪水対策を優先的に進めてほしい。 今のままで十分なので、これ以上整備する必要はない。
その他

金剛川の上流

金剛川の中流

金剛川の下流

愛宕川

勢々川

名古須川

真盛川・山下川

（有効回答数=22）

（有効回答数=3）

（有効回答数=15）

（有効回答数=10）



50%

36%

33%

44%

2%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

動植物にとって良好な環境を保全してほしい。

川を楽しむことができるようにしてほしい。

景観を改善してほしい。

水質を改善してほしい。

今のままでよい。

その他
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■第2回アンケート調査の結果（環境等）

問４金剛川の環境等に関して、これから望むことをお伺いします（複数回答可）

動植物にとって良好な環境の保全や、水質の改善を望む意見が多い。

また、河川の利用（川を楽しむ）及び景観の改善に関する意見も多く見られた。

※問４に回答した88人のうち、各項目を選択した割合を示す



4．流域の概要
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流域の概要図

基図：平成20年 25,000分の１地形図（国土地理院）

■金剛川水系の概要
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関係市

・松阪市

主要道路

・国道23号、国道42号、国道166号

鉄道

・ＪＲ紀勢本線、近鉄山田線

位置図

本川 支川 県管理区間 延長（km)

こんごう

金剛川 0.0k ～ 9.8k+75m 9.875

あたご

愛宕川 0.0k ～ 4.8k+23m 3.270

ぜぜ

勢々川 0.0k ～ 1.6k 1.600

な こ す

名古須川 0.0k ～ 4.0k 4.000

しんせい

真盛川 0.0k ～ 2.4k+60m 2.460

やました

山下川 0.0k～ 0.4k+100m 0.500

流域面積（河口） 50.92 km2 延長合計
21.705 km

山下川

松阪市役所◎松阪IC●

津地方気象台

金剛川流域



■気候（S61～H27）
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金剛川流域

金剛川流域近傍（津気象台）のS61～H27（30年間）までの
年平均気温は16.1℃、平均年間降水量は1,601mmである。

四季を通じて温暖で、雨量に関しては全国平均（1,718mm）
を下回る。

年降水量・年平均気温(津気象台)

11.0 

12.0 

13.0 

14.0 

15.0 

16.0 

17.0 

18.0 

19.0 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

S
6
1

S
6
2

S
6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

年
平

均
気

温
（
℃
）

雨
量

(
m
m
)

年間降雨量 平均降雨量（30年間）

年平均気温 平均年気温（30年間）

1,601mm

16.1℃
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■地形
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金剛川は山室山（標高：約210ｍ）の源に発し、扇状地性低
地を東流しながら、三角州性低地を貫流して伊勢湾に注ぐ。

三角州性低地の自然排水ができない区域には、多くの排水
機場が存在する（計画を含めて11箇所）。

流域の地形

基図：土地分類図（地形分類図） 三重県 1975（監修 国土
庁土地局国土調査課）

排水ポンプ場の位置図

基図：平成20年 25,000分の１地形図（国土地理院）

出典：松阪市公共下水道計画図（雨水）をもとに作成

▲山室山

山下川



■地質
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流域の南部の山麓：花崗岩質岩石

中流域の扇状地性低地：礫層

三角州性低地：砂層

流域の地質

基図：土地分類図（表層地質類図-平面的分類図） 三重県 1975（監修
国土庁土地局国土調査課）

山下川



■植生
(第６回、第７回自然環境保全基礎調査（平成11～）結果、環境省HPより)
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 金剛川水系の植物群落は、ほとんど水田雑草群落と市街地となっている。

 河道内には下流域を中心にヨシクラスの群落がある。

山下川

真
盛
川



■人口・世帯数の変遷
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人口：概ね増加傾向（S35～H17で約1.2倍に増加、至近年で
は微減傾向）

世帯数：一貫して増加（S35～H27で約2.0倍に増加）

出典：S35～H22三重県統計書（三重県HP）、H27国勢調査は人口速報集計（総務省HP）のデータにより作成

松阪市（旧松阪市、旧嬉野町、旧三雲町、旧飯南町、旧飯高町の１市４町 H17.1.1合併）



■産業別就業者数（割合）
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産業別就業者数の割合の変化（S35→H22）
 第１次産業：約48％→約4%に減少

 第２次産業：約20％→約29％に増加

 第３次産業：約33％→約61％に増加

出典：S35～H22三重県統計書（三重県HP）、H27国勢調査は人口速報集計（総務省HP）のデータにより作成

松阪市（旧松阪市、旧嬉野町、旧三雲町、旧飯南町、旧飯高町の１市４町 H17.1.1合併）

47.7%

40.4%

33.2%

21.0%

15.1%

11.5%

8.6%
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5.8%

5.6%

4.2%
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21.2%

26.2%

31.4%

34.2%

36.1%

37.9%

36.0%

34.4%

31.6%

29.3%

32.6%

38.3%

40.6%

47.4%

50.6%

52.4%

53.4%

56.4%

59.7%

62.0%

61.3%

0.0%

0.1%

0.0%

0.2%

0.1%

0.0%

0.1%

0.2%

0.1%

0.8%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

S35

S40

S45

S50

S55

S60

H2

H7

H12

H17

H22

就業者数(割合)

松阪市産業別就業者数(割合)推移(S35～H22)

第1次産業

第2次産業

第3次産業

分類不能



■流域の土地利用

20

市街地面積：24％（S51）→41％（H21）に増加（＋17％）

水田面積：48％（S51）→36％（H21）に減少（－12％）

流域の土地利用状況（地目別面積の割合）

出典：国土数値情報土地利用細分メッシュデータより作成

昭和51年 平成21年

金剛川中流域、愛宕川・名古須川流域
の市街化が進行

24%

41%

48%

36%

3%

4%

20%

16%

5%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

S51

H21

市街地 水田 畑・荒地 山地 水域

山下川山下川
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■歴史・文化

指定文化財（国、三重県、松阪市指定）：74点

流域の指定文化の位置図

出典：松阪市の指定文化財案内、松阪市指定文化財マップ（松阪市教育委員会 平成18年3月）より作成
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●松阪駅
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5．現状と課題
（治水、利水、環境）
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■金剛川水系の治水（主要洪水の概要）
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昭和52年以降、外水氾濫による水害は発生していない

平成16年9月出水では時間雨量98mmを記録

出典：水害統計（S39～H26） ※浸水家屋数は床下・床上含む

確率評価（時間雨量）：三重県の降雨強度式（H17.3）による津観測所の60分確率雨量より算定

時間雨量
(mm)

確率
（時間雨量）

昭和４２年
台風第３４号
(10.27-28)

名古須川破堤
（その他　内水）

1,597 246 43.8 1/3

昭和４６年
台風２３．２５．２６号及び
秋雨前線豪雨(8.27-9.13)

金剛川破堤 1,691 2 57.0 1/7

昭和４７年
豪雨及び台風第２０号

(9.6-19)
内水 243 0 35.0 1/2

昭和５１年
台風第１７号と豪雨

(9.7-9.14)
愛宕川・名古須川
（無堤部浸水）

201 0 47.5 1/4

豪雨．落雷．風浪と
台風第１０号(7.5-8.3)

内水 58 0 32.5 1/2

豪雨と台風第１８号
(9.10-9.13)

内水 2 0 27.0 1/1

昭和５８年
豪雨

(10.8-10.9)
内水 6 0 30.5 1/2

豪雨．台風１７号
(8.24-8.29)

内水 7 0 61.5 1/9

豪雨．落雷
(8.31-9.16)

内水 68 0 43.5 1/3

平成　２年
集中豪雨

(11.4)
内水 204 0 24.5 1/1 準用河川の被害

平成　７年
豪雨

(5.10- 5.16)
内水 23 0 31.0 1/2

平成１１年 豪雨(4.9-4.11) 内水 4 0 57.0 1/7

平成１２年
豪雨及び台風１４号

(9.8-9.18)
内水 43 0 27.5 1/1

11 0

241 0 準用河川の被害

平成２６年
台風１２号・１１号及び豪雨

（7.29-8.12）
内水 13 0 39.5 1/3

年 主要洪水名 水害発生要因
浸水家屋数
（棟）

倒壊家屋数
（棟）

降雨量（津気象台）

昭和５７年

平成元年

備考

1/6098.0内水台風２１号
(9.28-10.1)平成１６年



■金剛川水系の治水（近年出水による浸水被害）
参考（名古須川：県管理区間）

24

写真提供：松阪市

平成26年8月洪水（台風11号）



■金剛川水系の治水（近年出水による浸水被害）
参考（真盛川支川九手川：準用河川区間）

25写真提供：松阪市

平成2年11月洪水（集中豪雨）



■金剛川水系の治水（近年出水による浸水被害）
参考（真盛川：準用河川区間）

26写真提供：松阪市

平成16年9月洪水（台風21号）



■金剛川水系の治水（河川の整備状況）

27

 金剛川水系における河川工事は、昭和42年の災害復旧を契機に、昭和63年にかけて改良

復旧事業や中小河川改修事業等を実施

山下川

愛宕川



■金剛川水系の治水（河川の整備状況）

28
空中写真：昭和34年写真、国土地理院「地図・空中写真閲覧サービス」で購入、平成23年写真「地図・空中写真閲覧サービス」よりダウンロード

 愛宕川防潮水門は昭和27年に金剛川汐止水門は昭和37年に、勢々川水門は昭和56年に竣工

された。

 河川法線に大きな変化はないが、金剛川中流部の河道は拡幅されているのが確認できる。

 愛宕川の水門はS34以前に築造されたことが確認できる。

昭和34年撮影 平成23年撮影

愛宕川防潮水門
（S27.3竣工）

金剛川汐止水門
（S37.12竣工）

愛
宕
川

金
剛
川

伊勢湾

金
剛
川

伊勢湾

愛
宕
川

国道23号

勢々川水門
（S56.3竣工）

●松阪駅●松阪駅



■金剛川水系の治水（河川の概況：金剛川）
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①金剛川河口

②金剛川汐止水門

③金剛川（名古須川・真盛川
合流点直下）

④金剛森井堰

⑤金剛川上流部

⑥金剛川県管理区間上流端

（落合橋）

 河口付近の堤防は特殊堤（パラペット）で整備されている（写真①）。

 名古須川・真盛川合流点を境界として、下流の河床勾配は1,/1500～1/2,000と比較的緩
く、上流の河床勾配は1/300～1/500と急勾配である。

 中流～上流域には取水施設（堰）が12基存在する（写真④）。

 現況の治水安全度は概ね1/5程度である。

山下川



■金剛川水系の治水（河川の概況：愛宕川・勢々川）

30

④勢々川水門①愛宕川防潮水門

②愛宕川中流部

③愛宕川（国道42号直下）

（通学橋）

⑤勢々川中流

⑥勢々川県管理区間

（古井1号橋）

（国道42号橋）

（勢々川橋）

 愛宕川の左岸側の河口付近と、右岸側の愛宕川防潮水門から国道23号までの堤防は特殊

堤（パラペット）で整備されている（写真①）。

 勢々川は一部上流区間を除いて河道が整備されている（写真④⑤⑥）。

 愛宕川、勢々川の河床勾配は1/2,000程度と比較的緩い。

 現況の治水安全度は愛宕川で概ね1/5～10、勢々川で1/2未満である。

山下川



■金剛川流域の治水（河川の概況：名古須川・真盛川）

31

①名古須川下流部

②名古須川中流部

（JR紀勢本線・近鉄山田線）

③名古須川上流部

④真盛川下流部

⑤真盛川中流部

⑥真盛川山下川合流点

（真盛川）

（山下川）

（五月橋）

 名古須川、真盛川はコンクリート護岸が整備されている（写真①～⑥）。

 名古須川の河床勾配は1/500程度で比較的急勾配である。

 真盛川の河床勾配は1/5,000程度と緩い。

 現況の治水安全度は、名古須川・真盛川ともに1/2未満である。

山下川



■現況流下能力（金剛川）

32

 下流域の河口～金剛川汐止水門と、上流域の名古須川・真盛川合流点～中平堰（6.7K）の

治水安全度は概ね1/5
 金剛川汐止水門～名古須川・真盛川合流点、中平堰より上流区間の治水安全度は概ね1/2

未満
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■現況流下能力（愛宕川）

33

 金剛川合流点～国道42号の治水安全度は概ね1/10

 国道42号付近の治水安全度は概ね1/5

※治水安全度：HWL評価での流下能力を確率評価 33

1/10 1/5



L2津波による浸水想定図

■金剛川流域の治水（地震・津波対策の状況）

34

◆津波高と現況施設高

 L1津波※1が発生した場合の津波高T.P+3.7m

である。

 金剛川汐止水門の高さはT.P+4.6mである。

 愛宕川防潮水門の高さはT.P+3.2mである。

 L2津波※2が発生した場合には、河口～国道

23号にかけて浸水深2m～5mの浸水が想定さ

れる。

出典：三重県津波浸水想定（H27.3）

※１ L1津波：過去最大クラスの津波（比較的発生頻度が高
い津波）
※２ L2津波：南海トラフの理論上最大クラスの地震を想定
した場合想定される津波

愛宕川防潮水門

金剛川汐止水門

◆L2地震動に対する耐震性能照査

 金剛川汐止水門：耐震性に課題
・門柱、堰柱の補強が必要

 愛宕川防潮水門：耐震性能あり

【 Ｈ28.2撮影 】

愛宕川防潮水門

【 Ｈ28.2撮影 】

金剛川汐止水門



■金剛川流域の利水（水利用の現状）

 金剛川はかつて周辺農地の灌漑用水として重要な役割を果たしていた。

 水利権として把握できるのは許可水利権2件、慣行水利権の16件である。

 現地調査・ヒアリングで確認した施設は14件だった。

 愛宕川は取水施設がなく、水利権も設定されていない。

大井井堰

勢々川取水堰

久保大井用水

金剛森、鍋屋社用水

長田堰用水

垣鼻徳和井堰

35

俵井堰

権現井堰用水

太田井堰

御乳母、和倉用水

野間、涌洲里用水

横枕用水

朽枝用水

延井堰用水

区分 河川名 井堰名 使用目的
取水量

(m3/s)
水利対象 灌漑時期

勢々川 勢々川取水堰 灌漑 0.05 135.3ha 4/27～5/1
真盛川 大井井堰 灌漑 0.172 52ha 4/10～9/20
名古須川 名古須上下用水 灌漑 － 45ha －
金剛川 久保大井用水 灌漑 － 37ha －
金剛川 中手堰 灌漑 － 10ha －
金剛川 延のゆり 灌漑 － 8ha －
金剛川 俵井堰 灌漑 － 6ha －
金剛川 太田井堰 灌漑 － 5ha －
金剛川 御乳母、和倉用水 灌漑 － 30ha －
金剛川 野間，涌洲里用水 灌漑 － 16ha －
金剛川 金剛森、鍋屋社用水 灌漑 － 17ha －
金剛川 横枕用水 灌漑 － 6.8ha －
金剛川 朽枝用水 灌漑 － 5ha －
金剛川 長田堰用水 灌漑 － 8ha －
金剛川 権現井堰用水 灌漑 － 1.1ha －
金剛川 延井堰用水 灌漑 － 6ha －
金剛川 二本松井堰 灌漑 － － －
金剛川 垣鼻徳和井堰 灌漑 － 3ha －

慣行
水利権

許可
水利権

名古須川 山下川

愛
宕
川

真
盛
川



■金剛川流域の利水（河川空間の利用状況）

36

9.5% 20.0% 15.8% 16.8% 37.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A.毎日 B.週に数回 C.月に数回 D.年に数回 E.ほとんど行かない

 平成12年のアンケート調査では、3割の人が金剛川を利用し、利用目的
は「農業用水」が最も多かった。特に金剛川を利用しない人は7割いた。

(平成12年河川環境管理基本計画住民意識調査より)

【今年度結果】

 9月のアンケート調査結果では、3割の人が週に数回以上金剛川に行くと
回答された。

 金剛川にほとんど行かない人が最も多く約4割いたが、平成12年よりは
割合が低く、河川利用が促進された。

 金剛川の利用状況を見ると、利用者の半数が散歩・ジョギングを利用目
的としており、次いで清掃活動の割合が多い結果となった。

20.3%

5.1%

6.8%

25.4%

10.2%

3.4%

50.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

G.その他

F.通勤・通学

E.農作業

D.清掃活動

C.自然観察

B.釣り

A.散歩・ジョギング

約6割の方が利用



■金剛川水系の環境（植生）
(平成12年河川環境管理基本計画自然環境調査、平成28年現地踏査より)

37
ササ・タケ郡落

河口域～
下流域

市街地

中流域～
上流域

①

②

③

 河道内で確認した植物種はミゾソバ、ヨモギ、クズなど49科114種、重要種は
ハマボウ、ウラギク、ハママツナの3種、外来種はオオフサモ、セイタカアワダ
チソウ、シナダレスズメガヤなど12種であった。

 周辺地域ではハマサジ、フクド、アイアシなど51種の重要種が生育していた。

名古須川上流域山下川

③市街地流域

支川の愛宕川、名古須川の
中流域から上流域は、市街
地のため植生はあまりない。

①河口域～下流域まで

ヨシ群落以外ほとんどなく、重要種はハマボウ、
ウラギク、ハママツナが小規模に生育していた。

ハマボウ 湿性高茎草木群落

②中流域～上流域区間

河道内に湿生草本群落、堤防上に草地が分
布。ササ・タケ群落が広がる区間もあった。

ササ・タケ群落堤防草地、湿生草本群落



■金剛川水系の環境（魚類）
(平成12年河川環境管理基本計画自然環境調査、三重県RLより)
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 金剛川下流域の昭和橋周辺および上流域の花里橋周辺の2地点で調査が行われ、オオクチ
バス、コイなど9科10種の魚類が確認されている。

 環境省の第4次レッドリストで、絶滅危惧Ⅱ類（ＶＵ）に指定されたミナミメダカ(南日
本集団)と情報不足（ＤＤ）に指定されたドジョウを確認した。周辺地域では、カジカな
ど6種の重要種が確認されている。

 外来種として、オオクチバスが確認されている。

河口域～
下流域

中流域～
上流域

市街地

山下川

河口域～下流域

※重要種

ミナミメダカ(南日本集団)

コイ

ドジョウ

中流域～上流域

オオクチバス ※外来種

※重要種



■金剛川水系の環境（鳥類、昆虫類、底生動物、他）
（平成12年河川環境管理基本計画自然環境調査、平成28年現地踏査より)
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【鳥類】

 金剛川では、カワウなど53種の鳥類が確認されている。河口域では水鳥が多く、シロチド

リ、コアジサシなどの重要種も干潟を利用している。

 上流域では、オオタカなども確認されているが鳥類相はやや貧弱である。

 周辺地域ではハヤブサ、ヨシゴイなど31種の重要種を確認した。

【昆虫類】

 金剛川では、シオカラトンボ、アオスジアゲハ、アミメアリなど133種の昆虫類が確認さ

れており、平野部の河川敷でよくみられる種が多い。

 重要種はキアシハナダカバチモドキ（環境省：ＶＵ、三重県：ＤＤ）、アキアカネ（三重

県：ＮＴ）の2種だった。

 その他の重要種の確認ではギンイチモンジセセリ、ツマグロキチョウ、キノボリトタテグ

モなど23種が確認されている。

コアジサシ シロチドリ

【底生動物】

 金剛川では、アメンボなど35種の底生動物が確認されている。

 かなり汚濁した水域を指標する種が多いが、重要種としてアリアケモドキ（三重県：Ｖ

Ｕ）、ヤマトシジミ（三重県：ＤＤ）を確認した。

 その他の重要種の確認ではイシガイなど17種が確認されている。

【哺乳類・両生類・爬虫類】

 周辺地域では、ニホンリス、ダルマガエル、

ニホンヒキガエル、シロマダラ、イシガメ

が確認されている。



■金剛川水系の現状と課題
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 金剛川では、昭和橋より上流でD類型の類型指定がされている。
 金剛川における水質調査は昭和橋で行っており、BOD値（年75％値）は変動があ

るものの、Ｃ～Ｄ類型相当であり、概ね類型指定された水質を満足できている。

水質調査地点
昭和橋

出典：H5～H9:平成12年度二級河川金剛川
他10水系22河川 河川環境管理基本計画策
定業務 報告書、H10,H11三重県データ、
H12～H26：三重県HP

山下川

愛宕川



■金剛川水系の現状と課題
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項目 現状 課題

洪水

 内水による被害が発生している。

 金剛川、愛宕川は改修が進んでおり流下能力が比較的高い。
特に愛宕川は一部を除いて治水安全度1/10程度確保されてい

るが、他の河川は護岸整備などが実施されているものの、流下
能力は小さく、安全度が低い。

 金剛川、愛宕川については、現況の流下
能力を維持するため、堆積土砂、植生の
撤去等の適切な維持管理が必要

 各種工事においては、史跡への配慮が
必要

津波
高潮

 金剛川汐止水門は昭和37年に整備されており、建設後長い年

数が経過しているため、老朽化が進んでいるほか耐震性能を
有していない。

 愛宕川防潮水門は昭和27年に整備されており、建設後長い年

数が経過しているため老朽化が進んでいるが、耐震性能を有し
ていることが確認されている。

 L2津波が発生した場合には浸水被害が生じることが想定され
ている。

 金剛川汐止水門は治水上重要な施設で
あり、地震後の津波や高潮による被害を
軽減するために、L2地震動に対する補強
が必要

河川
利用

 許可、慣行の水利権があり、かんがい用水として利用されてい
る。

 かんがい用水以外の水利用は確認されていない。
 散歩・ジョギングなどの場として地域の方々に利用されている。

 利水施設の適切な管理が必要

環境

 水門より下流には、ハマボウ等の重要な植物が生育している。
流水区域ではヨシや低茎草本群落が生育している。

 ミナミメダカ、ドジョウなどの重要種、外来種であるオオクチバス
が確認されている。

 河川水質はC類型程度であり、環境基準（D類型）は満足してい
る。

 生物に配慮した環境を保全並びに今後、
河道内の植生等の環境の復元が必要

 特定外来種の移入回避及び駆除が必要
 現在の水質の維持管理、改善が必要



6．河川整備基本方針の概要
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金剛川
水系 1/30以上 1/50以上 1/80以上 1/100以上

流域面積
（km2）

51 20未満 20～300 300～600 600以上

市街地面積（km2） 21 10未満 10～20 20～50 50以上

想
定
氾
濫
区
域
内

面積（ha） 1,091 500未満 500～
2,000

2,000～
4,000 4,000以上

宅地面積
（ha）

264 80未満 80～240 240～
1,000 1,000以上

人口
（千人）

9.4 10未満 10～30 30～100 100以上

資産額
（億円）

1,990 200未満 200～
2,000

2,000～
5,000 5,000以上

出荷額
（億円）

439 100未満 100～
1,000

1,000～
3,000 3,000以上

■河川整備基本方針の概要（計画規模）
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 治水の目標
河川整備基本方針における目標は、河川の重要度指標（流域面積、氾濫想定区域内資産額など）や、

県内他河川とのバランスから年超過確率1/50とする。

なお、既定計画（工事実施基本計画）でも年超過確率1/50としている。

三重県における基本方針計画規模の評価指標



■河川整備基本方針の概要（基準地点）
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 基準地点

 「愛宕川合流点」とする

― 金剛川水系の最下流端であり水系の流量を把握できる地点であるため

 主要地点

 「金剛川汐止水門」、「愛宕川防潮水門」とする

― 金剛川防潮水門及び愛宕川防潮水門は防災上必要な施設であり、金剛川の河川

計画において流量把握する上で重要かつ、代表的な地点であるため



■河川整備基本方針の概要（基本高水流量）
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河川整備
基本方針

計画規模 1/50

基準地点 愛宕川合流地点

流域面積 50.92km2

洪水到達時間 103分

降雨強度 74.0mm

流出計算手法 合理式

基本高水流量 770m3/s

単位：㎥／ｓ

愛宕川合流地点 　 金剛川防潮水門地点 ■基準地点

　　 　　　■ ○ ○主要地点

665 金剛川

770

150 愛宕川

○

愛宕川防潮水門地点

伊
　
勢
　
湾



■河川整備基本方針の概要（既定計画）
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工事実施基本計画
（平成9年策定）

河川整備基本方針 変更理由

計画規模 1/50 1/50

基準地点 愛宕川合流地点 愛宕川合流地点

流域面積 49.61km2 50.92km2 最新の資料により流域界を
精査した結果による

洪水到達時間 89分 103分 流入時間、流下時間を精査
した結果による

降雨強度 71.5mm/hr 74.0mm/hr 降雨強度式の更新

流出計算手法 合理式 合理式

基本高水流量 730m3/s 770m3/s

内水排水量
（ポンプ容量）

97.0m3/s 104.7m3/s 排水機場の設置状況（ポン
プ容量）を反映

 既定計画と基本方針の変更点



■河川整備基本方針の概要（対策案比較）
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対策 計画の概要
事業費

比率※
総評 評価

河道改修案  基本高水流量を河道改修により対応
 流下能力の確保のため、河道掘削・引堤を実施
 水門改築、橋梁改築、取水堰改築
 近鉄や国道23号橋梁等の大規模改築を伴わない

100

 多くの橋梁や、堰の改築・補強等を伴う課題
がある

 勢々川、名古須川、真盛川は大幅な引堤が
必要である

○
（最適）

ダム案  流域内にダムサイトの適地がない － － ×

遊水地案  ＪＲ・近鉄橋梁上流の水田に遊水地を設置して、河
道分担量を軽減

 河道改修の組合せにより、遊水地規模を検討

96

 遊水地のみで河道不足分を補うためには事
業費がかかる

 河道改修との組合せることにより、事業費は
河道改修案と概ね同等

 遊水地を設置しても、河道改修案同様に橋梁
や、堰の改築・補強及び、引堤は必要である

 湛水容量を確保するためには掘削が必要と
なり、常時に農地としての利用ができなくなる
ため、社会的影響が大きい

△

放水路案  引堤を伴う河道改修が困難な場所の上流で、洪水
を分流することで河道分担量を軽減させる

 市街地を避けて直接海域に放流するルートはない

 各河川の現況流下能力は基本高水流量に対して
大幅に不足しているため、分派先の河川流量の増
加に対応する河川改修の実施は困難

－

 県道松阪環状線の下にトンネルを設置するこ
とで名古須川（3.0K）から金剛川（6.4K）に分派
が想定される

 金剛川の河道改修の事業規模が増大（ＪＲ・
近鉄橋梁等の橋梁改築が困難）する

×

 河川改修メニューの検討対象
工事実施基本計画では、基本高水流量の全量を河道改修により対応する計画

現況河道の流下能力は基本高水流量に対して大幅に不足しているため、大規模な河道改修が必要

このため、流域の土地利用状況を考慮して、最適な河川改修メニュー（河道改修及び洪水調節施設と

して遊水地設置の組合せ）を検討

※河道改修案の事業費を100とした時の比率



0.0K～3.0K

■河川整備基本方針の概要（河道改修案）
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 全体平面図・代表断面図（金剛川）

 金剛川下流～中流：河道掘削による流下能力の確保及び、高潮区間の堤防整備

高潮堤整備

高潮堤整備

河道掘削

河道掘削

金剛川（0.8Ｋ：愛宕川合流後）

金剛川（2.8Ｋ：国道23号）

※河道掘削に際しては、現況の自然環境に配慮しながら実施する
※今後の詳細な調査により必要に応じて変更する場合がある



■河川整備基本方針の概要（河道改修案）
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 全体平面図・代表断面図（金剛川）

 金剛川中流：河道掘削・堤防整備による流下能力の確保

2.8K～6.8K

引堤

河道掘削

金剛川（5.6Ｋ：近鉄橋梁～ＪＲ橋梁）

河道掘削

※河道掘削に際しては、現況の自然環境に配慮しながら実施する
※今後の詳細な調査により必要に応じて変更する場合がある



■河川整備基本方針の概要（河道改修案）
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 全体平面図・代表断面図（金剛川）

 金剛川上流：引堤・河道掘削による流下能力の確保

金剛川（8.0Ｋ：落合橋下流）

河道掘削

引堤

引堤

河道掘削

※河道掘削に際しては、現況の自然環境に配慮しながら実施する
※今後の詳細な調査により必要に応じて変更する場合がある



7．河川整備計画（原案）の概要
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■河川整備計画（原案）の概要
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河川整備計画の対象期間
 金剛川水系の河川整備計画は、金剛川水系河川整備基本方針に基づいた河川整備の
当面の目標であり、その計画対象期間は概ね30年間とする。

 本整備計画は、現時点における流域及び河川の状況に基づき策定したものであり、今後
河川及び流域を取り巻く社会状況の変化等に合わせて、必要に応じて適宜見直しを行っ
ていく

河川整備計画の対象区間
 右に示す金剛川水系の県管理区
間の全域とする。



■河川整備計画（原案）の概要（計画規模）
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河川整備計画の計画規模と対象区間（案）

治水の目標（河川整備計画（原案））
河川整備計画（原案）における目標は、現状の流下能力や流域資産の重要度の他、整備の実現性を
考慮し、次のとおりとする。

 金剛川：河口～県道松阪環状線の6.6k区間において1/5の流下能力を確保する。

 愛宕川：河口～国道42号線の3.3k区間において1/10流下能力を確保する。



■河川整備計画（原案）の概要（計画高水流量）
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河川整備基本方針の計画流量（1/50）

河川整備計画の目標流量（案）
（金剛川：1/5 愛宕川：1/10）

河川整備計画

金剛川 愛宕川

計画規模 1/5 1/10

基準地点 愛宕川合流地点 愛宕川防潮水門地点

流域面積 50.92km2 7.23km2

洪水到達時間 103分 50分

降雨強度 40.1mm 68.6mm

流出計算手法 合理式 合理式

基本高水流量 465m3/s 130m3/s

愛宕川合流地点 　 金剛川防潮水門地点

　　 　　　■ ○

665
370

金剛川

770
465

150
130

愛宕川

○

愛宕川防潮水門地点

伊
　
勢
　
湾

単位：㎥／ｓ

■基準地点

○主要地点



■河川整備計画（原案）の概要（治水対策の実施）
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河川整備の実施に関する事項
①河川工事の目的

 河川工事の目的は、洪水時の河川水位を低下させ、整備計画目標流量を安全に流
すことを目的として、河道掘削により河積を増大し、洪水被害の防止を図る。

 今後発生することが予想される南海トラフを震源域とする地震に対しては、地震後の
津波や高潮による被害を軽減するため、金剛川汐止水門の耐震性能を確保する。

②河川工事の施工場所

水系名 河川名 区 間 主な整備内容

金剛川

金剛川

金剛川汐止水門
（1.8km+22m）

耐震対策

金剛川汐止水門上流～名古須川・真盛川合流点
（2.0km～3.2km付近)

河道掘削

愛宕川
国道23号（上流地点）～国道42号（下流地点）

（1.6km～3.0km付近)
河道掘削

※河口から金剛川汐止水門及び愛宕川防潮水門の区間は必要に応じて堤防の耐震対策を実施するものとする。



■河川整備計画（原案）の概要（治水対策の実施）
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 整備箇所・整備メニュー

金剛川

河川名 整備箇所 事業量 整備メニュー

金剛川
1.8K+22m １基

・金剛川汐止水門の
地震対策（耐震化）

2.0K～3.2K L=1,200m ・河道掘削

愛宕川 1.6K～3.0K+30m L=1,430m ・河道掘削

愛宕川

金剛川汐止水門
（耐震化）

河道掘削（2.0K～3.2K）

河道掘削（1.6K～3.0K+30m）

国
道
42
号

国
道
23
号

国
道
23
号

勢々川

愛宕川

愛宕川

金剛川

金剛川

名古須川

真盛川

必要に応じて
堤防耐震を実施



愛宕川

金剛川汐止水門

勢々川

新金剛橋・国道23号

名古須川

真盛川

金剛森井堰

金剛橋・近鉄橋梁

長田井堰

杉架道橋・JR橋梁

杉の森橋

中平堰 久保大井堰

落合橋

田原井堰

焼橋

花里橋

0.0k 1.0k 2.0k 3.0k 4.0k 5.0k 6.0k 7.0k      9.0k      10.0k
-8

-6

-4

-2

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

24

26

28

30
標高(T.P.+m)

距離標

計画高潮堤防

HHWL

計画堤防高

HWL

現況河道の河川水位（1/5）

整備計画河道の河川水位（1/5）

堤防高(左)

堤防高(右)

堤内地盤高(左)

堤内地盤高(右)

平均河床高

最深河床高

掘削高（整備計画）

桁下高(左)

桁下高(右)

8.0k

掘削箇所

整備計画対象区間

水位縦断図（金剛川）

■河川整備計画（原案）の概要（水位縦断図）
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 金剛川：河道掘削の実施により、河口～中平堰(6.7K)区間の河川水位（1/5）は
概ねＨＷＬ以下で流下させることができる。

金剛川 現況河道・整備河道の水位縦断図（1/5）

河道掘削



愛宕川防潮水門 国道23号

高町屋橋

無名橋 新庵田橋 五反田橋

宮町橋

南五反田橋

国道42号

0.0k 0.2k 0.4k 0.6k 0.8k 1.0k 1.2k 1.4k 1.6k 1.8k 2.0k 2.2k 2.4k 2.6k 2.8k 3.0k 3.2k

-4

-3

-2

-1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

標高(T.P.+m)

距離標

計画高潮堤防

HHWL

堤防高(左)

堤防高(右)

計画堤防高

HWL

現況河道の河川水位（1/10）

整備計画河道の河川水位（1/10）

堤内地盤高(左)

堤内地盤高(右)

平均河床高

最深河床高

掘削箇所（計画河床高）

桁下高(左)

桁下高(右)

■河川整備計画（原案）の概要（水位縦断図）
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 愛宕川：河道掘削の実施により、河口～国道42号線(県管理区間：3.2Ｋ+70m)区
間の河川水位（1/10）は、ＨＷＬ以下で流下させることができる。

愛宕川 現況河道・整備河道の水位縦断図（1/5）

河道掘削



■河川整備計画（原案）の概要
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河川環境の整備と保全に関する目標

 金剛川の流れが生み出す瀬・淵などの良好な自然環境と河川景観を保全し、多様な
動植物の生息・生育・繁殖する豊かな自然環境を次世代に引き継ぐよう努め、川と
人々の営みが共生できるような整備を推進する。

 河川工事等による良好な河川環境への影響が懸念される場合には、代替措置や環
境に配慮した工法や構造の採用等により、環境への影響の回避と軽減に努める。



■河川整備計画（原案）の概要
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河川整備の実施に関する事項
③主要工事の概要

金剛川汐止水門の耐震対策河川工事

■耐震診断の結果、L2地震動に対して門柱・堰柱のせん断耐力が
不足するため、耐震補強が必要。

河道掘削

金剛川 2.8K

（国道23号線）

愛宕川 3.0K+30m

（国道42号線直下流）

河道掘削

※河道掘削に際しては、現況の自然環境に配慮しながら実施する
※今後の詳細な調査により必要に応じて変更する場合がある

（耐震補強のイメージ）

 河川工事においては、河道掘削により流下能力の向上を図るものとする。

 地震・津波対策としては、金剛川汐止水門の耐震対策を実施し施設の安全性を高める
ものとする。



■河川整備計画（原案）の概要
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河川の維持の目的、種類および施工の場所
①河道及び河川管理施設の維持

 河川内に堆積した土砂等が洪水の流下を阻害する恐れがある場合には、必要に応じ
て土砂を撤去し河積を確保するものとする。

 土砂の撤去の際には、平坦な河床としないなど自然環境への配慮を行う。

 定期点検により法崩れ、ひび割れ、漏水、沈下等の異常が無いかを確認し、必要な対
策により機能維持に努める。

 河川管理施設の維持については、洪水、高潮、津波等の際、必要な機能が発揮され
るよう、適切に点検、巡視等を行い、必要に応じて補修・更新を行うとともに予防保全が
必要な施設については、長寿命化計画に基づき、計画的に適切に修繕・更新に努める。

 除草等の日常管理に努めるとともに、関係機関等との連携を図りながら河川美化に努
める。
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河川の維持の目的、種類および施工の場所
②水量の監視等

 自然環境の保全、安定取水に必要な流量の確保を目指し、水量の監視を行う。

 関係機関との連携・協力のもと、適切な水利用の促進と水利用の効率化に努める。

③水質の保全

 流域市町等関係機関との連携・協働を図りながらより一層の水質改善に努める。

④河川環境の適正な利用と管理

 植生に関してはヨシ群落等の良好な自然が残されていることから、保全に努める。

 水生生物への配慮として、河川・水域の連続性の確保に努める。
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その他河川の整備を総合的に行うために必要な事項
①整備途上段階および超過洪水への対策

 計画規模を上回る洪水や整備途上段階における洪水並びに発生頻度は極めて低い
ものの、発生すれば甚大な被害をもたらす「最大クラスの津波」による被害を最小限に
抑えるよう、ソフト対策として、浸水想定区域図の作成等、松阪市が取り組む洪水ハ
ザードマップ作成の支援を行い、総合的な被害軽減対策を流域の松阪市等関係機関
や地域住民と連携して推進する。

 内水被害の著しい地域においては、関係機関と連携・調整を図り、必要に応じて内水
被害の軽減対策を検討する。

 流域内の開発等による河川への負荷を軽減するため、関係機関と連携・調整を図り、
雨水等の流出抑制対策に努める。

 松阪市への情報伝達及び警戒避難体制の整備を行うとともに、住民の防災訓練の参
加等により、災害時のみならず平常時から防災意識向上や水防活動の充実に努める。
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その他河川の整備を総合的に行うために必要な事項
②河川情報の提供、流域における取り組みへの支援等に関する事項

 流域住民等の地域関係者との「協働」を進め、河川に関する各種情報の提供や地域
関係者との意思疎通に努める。

 河川管理者、地域の住民や学校、企業、団体等の各主体がそれぞれの担うべき役割
を認識し、その役割を果たしつつ、相互の連携に努める。



８．今後の予定
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■今後の進め方
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 第2回 流域委員会（H28年10月25日）

 治水・利水・環境の現状・課題

 河川整備計画の検討の概要

 第4回 流域委員会（H29年3月27日）

 河川整備計画原案の提示

 第2回 アンケート（H29年2月）

 関係住民の意見聴取

 関係機関協議・パブリックコメント・関係市長 意見聴取

 策定

←今回開催

 第3回 流域委員会（H29年1月31日）

 河川整備計画の概要

 第1回 流域委員会（H28年7月12日）

 流域の概要、現地確認

 第1回 アンケート（H28年8月頃）

 関係住民の意見聴取


